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8
月
10
日
に
札
幌
市
南
区
の
石
山
緑

地
で
行
わ
れ
る
薪
能
『
あ
た
ら
夜
の
月

影

－

覧
古
考
新

－

』。
通
常
、
教
文
で
能

楽
公
演
を
行
う
時
は
大
ホ
ー
ル
で
組
み

立
て
式
の
能
舞
台
を
用
い
て
行
い
ま
す
。

教
文
に
限
ら
ず
通
常
の
能
楽
公
演
は
室

内
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
行
わ
れ
る

薪
能
は
、夜
に
薪
（
た
き
ぎ
）
を
焚
い
て
、

そ
の
明
か
り
の
も
と
野
外
で
演
じ
ら
れ

る
形
式
の
能
楽
公
演
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
公
演
形
式
が
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
た
も
の
の
、
実
施
の
機
会

は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
矢
先
、
大
規

模
改
修
工
事
の
た
め
休
館
が
決
定
し
た

こ
と
で
、
そ
の
期
間
に
実
施
す
る
事
業

の
１
つ
と
し
て
薪
能
を
行
う
機
運
が
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
休
館
期
間
中
に
は
、
展
覧
会
『
能
楽
展

2
0
2
3 

白
鏡-

明
滅
の
虚
空-

／
黒

戯-

幽
闇
の
隠
者-

』、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク

と
能
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

『
雅 vol.1 -M

iyabi - C
LA
SSIC×

N
O
H
 

－

弦
楽
四
重
奏
と
能
が
織
り
な
す
新
た

な
世
界

－

』
が
、
す
で
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
公
演
以
外
で
は
触
れ
る
機
会
の
少

な
い
能
の
世
界
に
、
異
な
っ
た
入
口
か

ら
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て

企
画
。
薪
能
は
、
こ
れ
ら
で
初
め
て
能

楽
に
興
味
を
持
っ
た
人
た
ち
に
能
楽
公

演
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
意
味
で

も
、
休
館
期
間
中
の
集
大
成
的
な
位
置

づ
け
の
事
業
と
し
て
企
画
が
動
き
始
め

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
い
ざ
薪
能
を
開
催
し
よ
う

と
思
っ
て
も
全
て
は
手
探
り
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
。
ま
ず
は
札
幌
で
薪
能
が
で
き

る
場
所
探
し
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
薪

能
は
少
な
い
な
が
ら
札
幌
で
も
過
去
に

行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
会
場

か
ら
今
回
の
企
画
に
一
番
合
致
し
そ
う

な
石
山
緑
地
を
候
補
と
し
て
交
渉
を
開

始
。
札
幌
市
文
化
部
の
協
力
を
得
な
が

ら
石
山
緑
地
を
管
理
し
て
い
る
南
区
土

木
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
続
け
、
過
去
に

な
い
使
用
方
法
な
が
ら
も
実
施
す
る
事

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
検
討
す

る
上
で
は
教
文
が
企
画
し
た
内
容
を
も
と

に
、
南
区
芸
術
祭
2
0
2
2
総
合
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
で
、
造
形
集
団
C
I
N
Q
の
一
員

と
し
て
石
山
緑
地
の
設
計
に
も
携
わ
っ
た

國
松
明
日
香
さ
ん
と
、
同
芸
術
祭
石
山
緑

地
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
吉
村
卓
也
さ
ん
か
ら
助

言
を
頂
き
、
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
埋
ま
り

き
ら
な
か
っ
た
企
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
決
ま
り
、
実
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際
に
開
催
し
た
だ
け
で
は
イ
ベ
ン
ト
の

成
功
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
地
域
に
根
ざ

し
た
場
所
で
日
常
と
は
違
う
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
地
域
の

人
々
に
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
開
催
を
目
指
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
し
た
。

　
そ
こ
で
札
幌
市
南
区
市
民
部
地
域
振

興
課
の
仲
介
に
よ
り
石
山
緑
地
近
隣
で

あ
る
、
石
山
地
区
町
内
会
連
合
会
と
芸
術

の
森
地
区
連
合
会
に
足
繁
く
通
っ
て
協
力

を
依
頼
。
さ
ら
に
地
域
の
商
店
組
合
の
会

合
に
も
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
広
く
地
域

の
方
に
薪
能
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
薪
能
開
催
の
周
知
協
力
は
も
ち

ろ
ん
、
薪
能
開
催
へ
向
け
て
様
々
な
協
力

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
火
入
れ
式
も
そ
の
１
つ
。
薪

能
で
は
薪
に
火
を
と
も
す
の
も
重
要
な

儀
式
で
す
。
そ
の
「
火
入
れ
」
で
協
力

い
た
だ
く
石
山
神
社
へ
は
石
山
地
区
町

内
連
合
会
を
通
じ
て
協
力
を
お
願
い
で

き
ま
し
た
。
公
共
交
通
機
関
か
ら
距
離

が
あ
り
な
が
ら
駐
車
場
が
多
く
な
い
石

山
緑
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
臨
時
駐

車
場
の
設
置
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
よ
う
な
協
力
体
制
を
築
く

こ
と
が
で
き
た
の
に
は
、
も
う
１
つ
の
要

因
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
に
、
平

成
９
年
に
石
山
緑
地
で
薪
能
が
行
わ
れ
た

時
の
素
晴
ら
し
い
思
い
出
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
今
回
の
薪
能
に
対
し
て
も
期
待
感
を

持
っ
て
も
ら
え
た
の
で
す
。

　
3
年
以
上
の
準
備
期
間
と
様
々
な
人

の
協
力
を
経
て
、
つ
い
に
開
催
さ
れ
る

『
あ
た
ら
夜
の
月
影

－

覧
古
考
新

－

』。

来
場
す
る
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
素
晴
ら

し
い
夜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

https://www.kyobun.org/takiginoh/

石山緑地薪能 『あたら夜の月影 -覧古考新-』
プロモーション映像

テレビCM用の映像ながら、まるで長編映画
のワンシーンのように息を呑むプロモーショ
ン映像。公演を行う石山緑地で撮影され、そ
の夜の空気がそのまま閉じ込められたよう
な映像作品です。

スマホからはこちら

石山緑地薪能

2024年8月10日［土］  雨天時8月11日［日・祝］に順延
◯17：30開場　18：15 最終集合　18：30 開演　20：45 終演
◯会場：札幌石山緑地 ネガティブマウンド（札幌市南区石山78）

‐覧古考新‐あたら夜の月影

石山緑地で地域とともに創造する
夏の夜の薪能『あたら夜の月影-覧古考新-』

特 集  1

多彩なプログラムで夏の夜を彩る石山緑地薪能『あたら夜の月影-覧古考新-』。

石山緑地という普段イベント会場ではない場所での開催を実現することは、教文にとっては挑戦の連続。

そんな中でも特に地域の人 と々の連携は欠かせないものでした。

決してイベントでは語られない開催までに至る経緯と、地域の人 と々の多様なつながりを紐解きます。



独創的な
会場システム
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A t a r a y o
T O P I C S

特 集  2

A t a r a y o

T O P I C S

01
公演を象徴する
タイトル

ビジュアル・
アート

闇夜に浮かぶ満月のもとで存在感を示す石山緑地のネガティブマウンド。
そこに浮かぶ２面性を持つ女性は、それぞれの感情に背を向けて佇み
何を思っているのでしょうか。

現在の能楽公演は室内に作られた能
舞台で行うのが一般的ですが、そもそ
も能が生まれたばかりの室町時代に
は屋外で薪の明かりのもと、少ない観
客の前で行われていました。石山緑
地薪能では、そんな650年前の能の世
界観に思いを馳せ、現代の最新鋭の
機材と技術を使い1,000人という観客
に届けようという企画です。そのため
通常舞台とは一味違う、音響、照明、
映像投影（プロジェクションマッピン
グ）手法をこの舞台のために再構築し、
演出プランを練り上げました。最新の
システムを用いて最古の能を再現する
という一風変わった演出ですが、本来、
舞台効果を一切使わず鑑賞者が想像
力を駆使して観るのが能楽の真髄とも
言えます。しかし現代の私達は能の
鑑賞の仕方や謡を瞬時に読解するこ
とは困難です。能の持つ幽玄の世界
へと鑑賞者を誘い、そして想像してい
ただくために、能の真髄を壊すことなく、
補完してより高めるような演出で来場
者の五感を刺激し、空想へのお手伝
いができればと思います。昨今のエン
ターテインメントのような体感的な解り
やすさのためにテクノロジーを使うので
はなく、観る人の想像を促すことを目的
とした演出手法となります。

チラシやポスターのビジュアルアートを
担当したヤマガミユキヒロさんとの出会
いは2016年に教 文 で 行われた
『Traditional Trial』。風景を鉛筆や
墨などで描画した絵画に、同一視点
から撮影した映像をプロジェクターで
投影する「キャンバス・プロジェクショ
ン」というヤマガミさんの制作手法を
能に取り入れたその公演で存在を知
り、その後、能楽展2023ではホログラ
ム装置の映像にヤマガミさんの映像を
用いて展示を行いました。今回のチラ
シを検討するにあたり、従来の能楽公
演とは違い、一瞬「これはなんだろう」
と思わせつつも、手に取った人の想像
を掻き立てるようなものを作りたいと考
える中でヤマガミさんが浮上。オファー
をしたところ、これまでの教文の取組
に興味を持っていただいていたこともあ
り快諾をいただきました。演出を担当
する松野浩行さん、馬場鏡丞さんを交
えて、どのようなビジュアルにするかディ
スカッションを重ねながらビジュアル
アートが完成。デザインを担当する長
尾修治さんのフィニッシュデザインによ
り、思わず見入ってしまうような素晴ら
しいチラシ・ポスターが完成しました。

『あたら夜の月影-覧古考新-』とい
うタイトルが決まるまでには様々な案
が浮かんでは消えていきました。能
楽展の時に「エモい」という感想をい
ただいたこともあり、例えばエモー
ショナルな古語はないかと探す中で
「可惜夜（あたらよ）」という言葉を発
見。「明けてしまうのが惜しい夜」の
ことを指す言葉で、とても叙情的だっ
たことから、この「あたら夜」を使って
タイトルを検討することとしました。
なぜ、明けてしまうのが惜しいのか
を考えたとき安達原に「月」が象徴
的に登場することを思い出しタイトル
を「あたら夜の月影」としました。また、
今回の演出プランを考えていく中で
「室町時代の薪能を最新鋭のシステ
ムで再現する」ということを凝縮する
ような言葉を探したところ中国の漢
書に記された「覧古考新」という言葉
を発見。「古い事柄をかえりみて、新
しい事柄を考察すること」を表すこ
の４文字は、まさに今回の公演を体
現しているようでした。こうして『あた
ら夜の月影-覧古考新-』というタ
イトルが完成。まさに今回の公演を
象徴するタイトルとなりました。

A t a r a y o

T O P I C S
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A t a r a y o

T O P I C S

03

能との新しい出会いを演出するため、石山緑地薪能では

実際に体験していただくプログラムの演出はもちろん、

公演前に触れる情報も、全て事細かに世界観を統一

して構築しています。その創意工夫の一端をご紹介します。
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石山緑地薪能を
彩る
様々な創意工夫

石山緑地薪能の初期イメージ図
の数々。実際行われるものとは
異なる部分が沢山あります。企
画が進んでいく中で何度もCG
でイメージ図を作り直し、それ
と同時並行して会場システムが
練り上げられていきました。

『Traditional Trial』で披露され
たキャンバス・プロジェクションは
舞台演出だけでなく、美術作品と
して数多くの展覧会で発表。第
11回岡本太郎現代芸術賞で特別
賞を受賞するなど、国内外で活躍
する現代美術作家です。

ヤマガミユキヒロ






